
 
愛媛大学の無細胞タンパク質合成系を用いて、エビアレルギーのアレルゲンを合成でき

ました。 
今後、これを用いて食物アレルギー症状を緩和するタンパク質の合成について、研究を

行います。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

愛媛大学の無細胞タンパク質合成系を用いて、エビアレルゲンが合成できました。   
 
  （ 共 同 研 究 先 ）  愛 媛 大 学
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食物アレルギー症状を緩和するタンパク質の合成をめざして  

エビアレルギーのアレルゲンの合成に成功 

― 無細胞タンパク質合成系を用いた免疫寛容原抗原作製研究―（Ｈ１６～１８年度）

担当者：愛媛県工業技術センター  主任研究員  逢阪 江理 

年代別の主要なアレルギー原因食材 本研究のねらい 
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エビアレルゲンの合成 
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小麦胚芽無細胞タンパク質合成技術 
（株式会社セルフリーサイエンス社のHPより抜粋） 

①ｴﾋﾞタンパク質 
②mRNAなし 
③mRNAあり 
 
１次抗体  
 ｴﾋﾞｱﾚﾙｷﾞｰ患者血清 
２次抗体 
 HRP標識抗ﾋﾄ IgE抗体
 
 ｴﾋﾞｱﾚﾙｹﾞﾝを合成できた

合成タンパク質のイムノブロット 
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